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＿紹介＿ 

エヴァンゲリウム・カントライはドイツ語で「福音聖歌

隊」の意味。１９７３年に指揮者・岳藤豪希により創設

された合唱団。演奏活動は日本国内にとどまらず、過去

５回行ったドイツ、スイス演奏会も好評を博し、地元の

新聞にも取り上げられた。ＣＤ「神は世を愛し」「いつ 

くしみ深き」が発売されている。 

 

   

 

「だから、神の国とその義とをまず第一にもとめな

さい。」（マタイの福音書 6 章 33 節） 

 

 生きるためには多くの必要があります。衣食住、

さらには健康や家庭も欠かせません。これらのもの

が何かかけていたり、その質が十分でなかったりす

ると、不足を覚えます。さらには、生きていくため

に必要なものがなければ、生活自体が成り立たなく

なっていきます。確かに、衣食住などの生活条件は、

私たちに必要なものです。 

 しかしながら、生活条件が整ったとしても満足や

幸福が得られるわけではない、ということも事実で

す。きらびやかな服がたくさんあっても、御馳走を

毎日食べることができても、広く立派な家に住んで

いても、そんなにもよい生活条件が整っていても、

満足できないということはあり得ます。欲望には果

てしがなく、常にだれかと比べることができます。

そこには満足はありません。では、比較を止めてみ

ます。そして、自分の生活、人生に満足しようとし

てみます。すると、今度は、自分は何のために生き

ているのか、ということが問題になるのではないで 

  

 

しょうか。何のために、誰のために生きているのか。 

衣食住などの生活条件は、生活条件にすぎません。

私たちの人生を入れておく箱のようなものです。も

ちろん箱がなければ、中に人生を入れることができ

ませんが、箱がすべてではありません。生活条件を

どんなによくしても満足が得られない理由はここ

にあります。生活条件は、箱のようなもので、決し

て人生の目的や中心にはなり得ないのです。 

 イエス・キリストは、聖書の中で「神の国と神の

義」を求めるように教えています。生きるための条

件にすぎない、衣食住を追い求めるよりも、「神の

国と神の義」を第一としなさいと教えています。人

間は神に造られた存在です。私たち人間を造った神

と神の正義を知ること、これこそ人間が追求すべき

ことなのです。 

 

 あなたは何を人生の中心にしていますか。またそ

のことに満足を見いだしているでしょうか。ぜひ、

教会へお出かけください。まことの神と出会うこと

ができますように。 
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開場 13：30 
開演 14：00 
終演 16：00 

 

入場 
無料 

 

＿曲目＿  

◆「人よ罪に泣け」   バッハ（パイプオルガン/合唱） 

◆「カンターテドミノ」 ブクステフーデ 

◆「イエス我が喜び」  バッハカンタータ 147 

終了後には、茶菓のご用意もございます 

＊お子様連れも歓迎いたします 

＊駐車場はございません 

 

 

＿出演＿ エヴァンゲリウム・カントライ 

牧師：野村天路 

 



 

８月、私たちの教会の男女 12 名が仙台の南蒲生
みなみがもう

伝道所

で教会案内配布などのお手伝いをした。（伝道所は教会の

前身）この伝道所は、東日本大震災をきっかけにできた。

周辺の家は甚大な被害を受け、ある家は建て替えられ、

ある家は人が住まなくなって残されていた。伝道所自体

も、被災した家をリフォームしたものを譲ってくださる

方がいて、その場所に開かれた。 

ある方を訪問する機会があり、震災直後に撮られた大

量の写真を見ながら、その時の様子や今に至るまでのお

話を伺った。日常を取り戻しつつあるというお話も聞け

るのではと思っていたが、まだまだ問題が山積みである

ことがわかった。同じように被災した方々の中に貧富の

差が生まれていること、親戚家族からの言葉や行政のあ

り方、ボランティアの受け入れ、隣近所との関わりなど

で傷つき疲れ、失望した経験を忘れられずにいること、

本当の気持ちを打ち明ける場所が少ないことなど…。 

 

日本中の人々が被災地を思い、ボランティアとして活

動し、行政も未曾有の大災害の中で尽力したことを私た

ちは知っている。しかし、それさえもときには被災され

た方々の痛みとなっていたことを知った。 

とめどなく話されるその方の、今だからこそ心のケアが

必要だと何度も口にされていたことが心に残っている。 

この訪問を通して、本当の意味で人に寄り添うという

ことについて考えさせられた。それは継続的な関わりの

中で生まれ、忍耐と犠牲を伴うことだと思った。周囲に

対してそのような者であったか反省し、また信仰者とし

て、自分の信じているものが良いものであることを身を

もって証しする者でありたいと心から願った。同時に、

人には限界があることも事実だ。本当の慰めを与えてく

ださる方を知っていただきたいと心から思った。 

「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、 

わたし（キリスト）のところに来なさい。 

わたしがあなたがたを休ませてあげます。」（聖書） 

 

◆テレビ 「ライフライン」 ＴＶＫ[神奈川]  日曜 8：30a.m. 

◆ラジオ 「世の光いきいきタイム」 文化放送 日曜 5：35a.m. 

◆インターネット「世の光」 www.pba-net.com 

◆電話 「でんわ世の光」 03-3291-9061  
 

 

私たちの教会は、約 50年前にドイツから派遣された正統的なプロテスタントの宣教師によって始められました。エホバの証人、ものみの塔、 

統一教会とは一切関係ありません。（ご質問などありましたら、044-955-1941 までご連絡ください。http://www.ikutaokanoue.com/） 

 

 

クリスマスのご案内 

★こどもクリスマス会  12 月 19 日(土)午後 2 時～ 

★クリスマス礼拝・祝会 12 月 20 日(日)午前 10 時 30 分～ 

★キャロリング     12 月 24 日(木)夕方～ 

 

メディアを通して、キリスト教に 

触れてみませんか？ 

被災地の教会を訪問して 

 

▼
 ▼

 

◇礼拝・日曜日   11：00-12：30 
 万物の創造者である神を一緒に礼拝します。祈り、

賛美、聖書からの説教等が中心です。 

 

◇教会学校・日曜日 10：00-10：40 
 礼拝前の 40 分間、大人から子どもまで年齢に合わ

せて聖書を学びます。 

 

◇祈祷会・水曜日  19：30-21：00 
 週の半ばに、クリスチャンが共に集い、 

聖書を学び、共に祈ります。 

 

＊ほかに、女性たちの聖書の学びの集いがあります。 

◆  定 期 集 会 ◆ 
 


